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38,888社
（データ公表企業）

54,090社
（行動計画公表企業）

現在の登録企業数は

※令和7年9月末時点

※令和7年9月末時点- 22-





















 

 



   



  

  

  

  

 


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48 6,527 6,575 47 6,561 6,608 -33 -0.5 100.0 48 7,321 7,369

6 1,011 1,017 7 995 1,002 15 1.5 15.5 7 1,089 1,096

1 491 492 2 526 528 -36 -6.8 7.5 2 578 580

87 87 98 98 -11 -11.2 1.3 104 104

21 21 17 17 4 23.5 0.3 17 17

1 48 49 38 38 11 28.9 0.7 42 42

2 185 187 3 146 149 38 25.5 2.8 3 161 164

2 179 181 2 170 172 9 5.2 2.8 2 187 189

1 1 2 2 -1 -50.0 0.0 2 2

1 25 26 26 26 0.4 26 26

15 726 741 17 772 789 -48 -6.1 11.3 18 834 852

8 257 265 8 245 253 12 4.7 4.0 9 263 272

4 262 266 6 347 353 -87 -24.6 4.0 6 371 377

2 83 85 1 93 94 -9 -9.6 1.3 1 105 106

1 124 125 2 87 89 36 40.4 1.9 2 95 97

1 216 217 225 225 -8 -3.6 3.3 236 236

5 725 730 4 768 772 -42 -5.4 11.1 4 855 859

4 677 681 4 725 729 -48 -6.6 10.4 4 804 808

1 48 49 43 43 6 14.0 0.7 51 51

1 17 18 19 19 -1 -5.3 0.3 19 19

5 63 68 4 71 75 -7 -9.3 1.0 4 75 79

96 96 86 86 10 11.6 1.5 106 106

5 1,013 1,018 3 1,013 1,016 2 0.2 15.5 3 1,170 1,173

3 417 420 466 466 -46 -9.9 6.4 502 502

6 2,217 2,223 12 2,118 2,130 93 4.4 33.8 12 2,407 2,419
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92 92 2 125 127 -35 -27.6 1.4 2 143 145

1 254 255 4 260 264 -9 -3.4 3.9 4 288 292

49 49 37 37 12 32.4 0.7 45 45

1 1 2 2 -1 -50.0 0.0 2 2

1 180 181 186 186 -5 -2.7 2.8 198 198

72 72 64 64 8 12.5 1.1 74 74

876 876 1 741 742 134 18.1 13.3 1 863 864

436 436 2 407 409 27 6.6 6.6 2 465 467

4 257 261 3 296 299 -38 -12.7 4.0 3 329 332

6 2,217 2,223 12 2,118 2,130 93 4.4 33.8 12 2,407 2,419

5 1,013 1,018 3 1,013 1,016 2 0.2 15.5 3 1,170 1,173

4 778 782 1 805 806 -24 -3.0 11.9 1 907 908

49 49 37 37 12 32.4 0.7 45 45

1 1 2 2 -1 -50.0 0.0 2 2

1 180 181 186 186 -5 -2.7 2.8 198 198

72 72 64 64 8 12.5 1.1 74 74

876 876 1 741 742 134 18.1 13.3 1 863 864

600 600 1 530 531 69 13.0 9.1 1 624 625

262 262 198 198 64 32.3 4.0 224 224

436 436 2 407 409 27 6.6 6.6 2 465 467

195 195 167 167 28 16.8 3.0 197 197

103 103 114 114 -11 -9.6 1.6 128 128

47 47 1 50 51 -4 -7.8 0.7 1 55 56

3 417 420 466 466 -46 -9.9 6.4 502 502

4 257 261 3 296 299 -38 -12.7 4.0 3 329 332

1 65 66 72 72 -6 -8.3 1.0 80 80

13 3,301 3,314 9 3,212 3,221 93 2.9 50.4 9 3,648 3,657
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計画の目標 2027(R9)年の死亡災害及び死傷災害を次のとおりとする

〇死亡災害 2022(R4)年と比較して10％以上減少

〇死傷災害 2022(R4)年と比較して減少に転じさせる

厚生労働省北海道労働局 労働基準部 安全課

誰 も が 安 全 で健 康 に 働 く た め に

第14次防本文

第14次労働災害防止計画の３年目に向けて

※新型コロナウイルス感染症によるものを除く

令和7年12月末における死亡災害及び死傷災害の状況

第14次労働災害防止計画の3年目の災害発生状況（令和7年12月末速報値）は、
新型コロナウイルス感染症によるものを除き、死亡災害は48人と３年目の目標
（47人）を超えました。一方、死傷災害は6,575人と前年同期より33人減少して
います。
死亡災害の業種別発生状況では建設業が15人と最も多く、次いで製造業6人、陸

上貨物運送事業、林業、商業のそれぞれ５人が続きます。事故の型別発生状況で
は、墜落13人が最多であり、次いではさまれ、巻き込まれ11人、交通事故（道
路）10人となっています。
死傷災害の業種別発生状況では、発生割合が高い順に商業1,018人（15.5％）製

造業1,017人（15.5％）、保健衛生業876人（13.3％）、建設業741人（11.3％）、
陸上貨物運送事業730人（11.1％）となっています。また、事故の型別発生状況は、
発生割合が主なもので、転倒2,152件（32.7％）、動作の反動、無理な動作1,002件
（15.2％）、墜落、転落975件（14.8％）、はさまれ、巻き込まれ637件（9.7％）
となっています。

令和7年12月末における計画重点事項ごとのアウトカム指標の状況

建設業における労働災害防止対策の推進

建設業
アウトカム指標

死亡者数を2022
年と比較して20%
以上減少させる

建設業における死亡者数は15人と昨年確定値より3人減
少しています。
事故の型別内訳は主なもので墜落、転落８人、はさまれ、

巻き込まれ２人です。
引き続き高所からの墜落、転落災害防止を徹底する必要

があります。

社会福祉施設
アウトカム指標

腰痛の死傷年千人
率を2022年と比
較して減少させる

社会福祉施設における労働災害防止対策の推進

社会福祉施設における腰痛は70人であり、死傷年千人率
では0.39です。ノーリフトケアを導入している事業場の割
合は前年より増加しています。
引き続き、ノーリフトケアの導入を推進し、

腰痛防止対策に取り組むほか、身体機能の
保持を進めていく必要があります。
（社会福祉施設に関する死傷年千人率の算出には令和３年経済センサスを使用
しています。）

高年齢労働者に係る労働災害防止対策の推進

高年齢労働者
アウトカム指標

60歳代以上の死
傷年千人率を男女
ともに2027年ま
でにその増加に歯
止めをかける

60歳代以上の死傷者数は2,219人（33.7％）と年代別では
最多です。事故の型別の発生状況では、主なもので転倒
1,013人（45.7％）、墜落、転落370人（16.7％）、動作の反
動、無理な動作245人（11.0％）です。
高年齢者の労働災害防止のための指針（仮称）の周知を

図る必要があります。
（高年齢労働者に係る年死傷年千人率の算出には、暫定的に令和6年労働力調
査を使用しています。）

※

※

アウトプット指標 50.1%

高年齢労働者災害発生状況（年死傷年千人率）速報値

4.70 4.78 4.35 0.00 0.00 

4.54 4.54 4.54 4.54 4.54 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

確定値 目標値

死亡災害発生状況（2025年は12月末速報値）

50 48 48 0 0

49 48 47 46 45

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

確定値 目標値

死傷災害発生状況（2025年は12月末速報値）

7,241 7,369 6,575 

7,170 7,157 7,144 7,132 7,120 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

確定値 目標値

※各グラフにおける労働災害件数
等は2025年は12月末速報値により
算出した

建設業死亡災害発生状況（速報値）

アウトプット指標 97.6%（総合建設業）

6 18 15 0 0

22 21 20 19 18

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

確定値 目標値

腰痛（社会福祉施設）発生状況（年死傷年千人率）速報値

アウトプット指標 47.1%

0.31 0.30 0.39 0 0

0.40 0.40 0.40 0.40 0.40

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

確定値 目標値
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外国人労働者
アウトカム指標

外国人労働者の
死傷年千人率を
2027年までに労
働者全体の平均
以下とする。

死傷者数は235人と前年同期より13人増加していますが、
死傷年千人率は4.58と前年確定値より減少しています。
業種別では主なもので畜産業71人（30.2％）、製造業55人

（23.4％）、建設業36人（15.3％）です。
また、在留資格別では技能実習74人（31.4％）、特定技能

61人（26.0％）となっています。
やさしい日本語や母国語による安全衛生教育を通じ、安

全な作業手順の徹底を図る必要があります。

転倒災害に係る労働災害防止対策の推進

転倒
アウトカム指標

転倒の年齢層別死
傷年千人率を男女
とも増加に歯止め
をかける

転倒災害は2,152人（32.7％）と前年同期より19人増加し、
事故の型別では最も多く発生しています。
業種別では主なもので、小売業372人（17.3％）、社会福

祉施設239人（11.1％）、清掃・と畜業191人（8.9％）、食
料品製造業179人（8.3％）、道路貨物運送業161人
（7.5％）で発生しています。
引き続き高年齢労働者対策とも連動し、ハード面、

ソフト面からの対策を推進していく必要があります。
（転倒災害に係る年死傷年千人率の算出には、暫定的に令和6年労働力調査を
使用しています。）

陸上貨物運送事業における労働災害防止対策の推進

陸上貨物運送事業
アウトカム指標

死傷者数を2022
年と比較して5％
以上減少させる

死傷者数は730人と前年同期より42人減少しています。事
故の型別では主なもので墜落、転落185人（27.2％）、転倒
161人（23.6％）、動作の反動、無理な動作103人（15.2％）
が多く発生しています。
荷役ガイドラインを中心に荷役作業中の災害防止対策、特

にトラックからの墜落、転落対策を重点的に推進する必要が
ありますが、そのためには荷主の協力も必要となります。

外国人労働者に係る労働災害防止対策の推進

製造業における労働災害防止対策の推進

製造業
アウトカム指標

機械による「はさ
まれ、巻き込ま
れ」の死傷者数を
2022年と比較し
て5％以上減少さ
せる

製造業全体の死傷者数は1,017人と前年同期より15人増加
しています。食料品製造業が492人と製造業全体の48.3％を
占めており、次いで金属製品・機械器具製造業が187人
（18.4％）、木材・家具製造業87人（8.6％）となっていま
す。
機械による「はさまれ、巻き込まれ」の死傷者数は148人

です
外国人労働者が多く就労する業種でもあり、設備対策に併

せて安全教育についても徹底を図り、機械による「はさまれ、
巻き込まれ」防止対策を推進していく必要があります。

林業における労働災害防止対策の推進

林業
アウトカム指標

林業の死傷者数を
2022年と比較し
て5％以上減少さ
せる

死傷者数は68人前年同期より7人減少しています。事故の
型別では主なもので、激突され18人（26.5％）、切れ、こす
れ、転倒がそれぞれ7人（10.3％）の順で発生しています。
起因物別では立木等23件（33.8％）、一般動力機械7件
(10.3%)、チェーンソー6件（8.8％）となっています。
伐木作業に関連した災害が多いため、引き

続きチェーンソーによる伐木作業ガイドライ
ンに基づく対策を進める必要があります。

外国人労働者発生状況（年死傷年千人率）速報値

アウトプット指標 67.2%

6.48 

5.61 

4.58 

0.00 0.00 

3.06 3.07 3.07 

0.00 0.00 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

確定値 目標値

転倒災害発生状況（年代別/性別）（年死傷年千人率）速報値

アウトプット指標 72.4%

陸上貨物運送事業災害発生状況（速報値）

アウトプット指標 93.2%

835 859 730 

845 837 828 819 810 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

確定値 目標値

アウトプット指標 92.0%

製造業（機械によるはさまれ巻き込まれ）災害発生状況（速報値）

159 171 148

164 162 160 158 156

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

確定値 目標値

アウトプット指標 63.2%

林業災害発生状況（速報値）

68 79 68
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